
秩父市議会だより 平成28（2016）年２月10日（８）

　※市議会ホームページのインターネット中継で、一般質問の様子をご覧いただけます。

「総合振興計画」と「新市まちづくり計画」

　
　

清
流
ク
ラ
ブ
は
、
市
民
の
生
活
環

境
の
向
上
と
市
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、

多
く
の
市
民
の
声
を
聞
き
、
広
い
地
域

の
課
題
等
を
出
し
合
い
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
会
員
全
員
で
協
議
を

重
ね
、
政
策
立
案
し
、
会
派
を
運
営
し

て
い
る
。
10
月
に
は
、
市
民
生
活
に
直

結
し
た
重
要
な
政
策
、
施
策
に
つ
い
て
、

久
喜
市
長
に
対
し
、
清
流
ク
ラ
ブ
政
策

提
言
を
行
っ
た
。

　

合
併
し
て
市
制
を
施
行
し
10
年
が
経

過
し
た
。
市
民
が
合
併
し
て
良
か
っ
た
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
」「
第
１
次
総
合
振
興
計

画
」
が
策
定
さ
れ
、
行
政
経
営
が
進
め

ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
を
伺
う
。

　
　
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
主

要
施
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、
教
育
環

境
の
整
備
、
生
活
道
路
網
の
整
備
、
保

健
、
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整

備
は
、
ほ
と
ん
ど
が
実
施
、
も
し
く
は

検
討
中
で
合
併
の
成
果
は
出
て
い
る
。

小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
は
ほ
ぼ
完

了
し
、
幹
線
道
路
、
生
活
道
路
、
水
道

施
設
の
整
備
も
順
次
進
め
て
い
る
。
企

業
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
よ
る
雇
用
対

策
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
ソ
フ

ト
面
で
も
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
合
併

効
果
が
特
定
の
地
域
に
偏
る
こ
と
な
く

新
市
全
体
に
及
ん
だ
と
考
え
る
。

　
　
「
第
２
次
総
合
振
興
計
画
」
は
、

市
の
将
来
目
標
や
政
策
の
基
本
方
針
を

定
め
た
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
り
、
市

が
策
定
す
る
様
々
な
計
画
の
基
本
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
今
後
10
年
先
ま
で
見

据
え
た
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

将
来
都
市
像
を
「
豊
か
な
ま
ち
、

環
境
文
化
都
市
ち
ち
ぶ
」
と
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。

市政への質問 　一般質問は、市政に関わる市の考えを聞いたり、議員が政策を提案したりするものです。
　各議員の質問項目は下記のとおりです（質問順に掲載）。

① 小櫃　市郎（清流クラブ） ⑥ 斎藤　捷栄（日本共産党秩父市議会議員団） ⑪ 大久保　進（公明党）
1 清流クラブ政策提言全般 1 秩父市の消防 1 子育て応援アプリ
2 合併後10年間の市民ニーズの検証 2 秩父市における生活保護実態 2 育成会の競技にペタンクを
3 新市まちづくり計画の検証 3 選挙権年齢の引き下げ 3 ゆるキャラグランプリの結果と課題
4 総合振興計画に基づく将来像
② 新井重一郎（清流クラブ） ⑦ 清野　和彦 ⑫ 金崎　昌之
1 秩父版CCRC構想の内容と取り組み 1 気候変動・地球温暖化対策 1 学校・家庭・地域の連携力
2 プロフェッショナル人材の移住勧誘 2 水循環・地下水湧水の調査、雨水の活用 2 町会支援制度の拡充を
3 子育て世代のU、Iターン支援 3 無形文化財の継承、有形文化財の活用 3 防災行政無線放送の活用

4 災害など非常時への備え
③ 赤岩　秀文（清流クラブ） ⑧ 出浦　章恵（日本共産党秩父市議会議員団） ⑬ 五野上茂次（清流クラブ）
1 道路環境の整備（市道影森140号線） 1「あいサポート運動」協定締結後は 1 医療・福祉・健康政策
2 伝統芸能・文化継承（秩父夜祭） 2 介護現場の現状は 2 教育・子育て・文化伝承政策
3 市立病院中長期計画 3 教育行政 3 地域消防団の支援
4 久那小通学路安全対策 4 要望書の現状、交通政策・道路施策
④ 髙野　宏（清流クラブ） ⑨ 浅海　忠（市民の会・絆） ⑭ 松澤　一雄（清流クラブ）
1 清流クラブ政策提言　子育て政策 1 行財政改革と公共施設の再編整備 1 公共施設ファシリティマネジメント対策
2 防犯・防災政策 2 地元企業へのさらなる支援 2 西武秩父駅周辺整備
3 町会の役割 3 住民ニーズに合った公共交通の見直し 3 地籍調査の推進
4 市の広報事業 4 行財政改革の取り組み
⑤ 黒澤　秀之 （清流クラブ） ⑩ 江田　治雄 （市民の会・絆） ⑮ 山中　進（日本共産党秩父市議会議員団）
1 地方創生に向けた林業振興 1 ジオパーク秩父の今後の取り組み 1 大滝地区の将来像は
2 観光振興・おもてなしの強化 2 仮称大滝瀧谷洞の保護 2 子育て支援
3 人材育成による行政サービス向上 3 教育の充実 3 介護保険制度の現状
4 生活再建型滞納整理 4 消防団活動への支援　　　他 4 市立病院の充実
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国
は
、
各
自
治
体
に
地
方
創
生
戦

略
を
策
定
し
、
来
年
三
月
ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
中
心
課
題

は
い
か
に
し
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
か
で
あ
る
。
地
方
へ
人
の
流
れ

を
つ
く
る
た
め
の
秩
父
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構

想
の
内
容
と
取
り
組
み
は
。

　
　

こ
の
構
想
の
本
市
の
特
徴
は
姉
妹

都
市
で
あ
る
豊
島
区
の
元
気
な
高
齢
者

を
主
な
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
。
更
に
、

特
別
老
人
ホ
ー
ム
の
区
外
設
置
や
、
職

を
持
た
な
い
若
者
な
ど
の
就
労
・
社
会

参
加
を
自
治
体
間
の
連
携
に
よ
り
促
進

す
る
こ
と
の
検
討
も
進
め
て
い
る
。
但

し
、
市
内
の
空
き
家
を
利
用
す
る
の
か
、

広
い
土
地
に
住
宅
を
建
て
て「
豊
島
村
」

を
作
る
の
か
具
体
的
な
取
り
組
み
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
　

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
移

住
を
勧
め
る
た
め
に
、
市
内
各
企
業
が

必
要
と
す
る
具
体
的
専
門
職
種
、
人
数

等
を
企
業
名
と
合
わ
せ
て
リ
ス
ト
化
し
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
た
ら

ど
う
か
。

　
　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
対
す
る

企
業
側
の
ニ
ー
ズ
、
リ
ス
ト
の
活
用
方

法
や
有
効
な
周
知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

秩
父
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
、
市
の
雇

用
創
造
協
議
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
検
討
す
る
。

　
　

子
育
て
世
代
の
Ｕ
、
Ｉ
タ
ー
ン
支

援
を
充
実
し
、
こ
の
世
代
の
移
住
を
勧

誘
す
る
方
策
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

先
行
型
交
付
金
を
活
用
し
、
第
３

子
以
降
か
つ
６
歳
未
満
の
児
童
の
保
育

料
を
軽
減
し
、
多
子
世
帯
を
支
援
す
る
。

こ
の
事
業
は
、
県
の
交
付
金
も
財
源
と

な
り
、
０
〜
２
歳
児
は
全
額
免
除
と
な

る
こ
と
か
ら
、
若
い
世
代
の
呼
び
込
み

が
期
待
で
き
る
。

◎
空
き
家
改
修
に
よ
る
貸
し
オ
フ
ィ
ス

◎
学
力
テ
ス
ト
結
果
と
そ
の
後
の
取
組

◎
移
住
希
望
者
へ
農
地
付
き
住
宅
斡
旋

　
　

久
那
小
学
校
の
通
学
路
は
歩
道
が

な
く
、
交
通
量
が
多
い
た
め
危
険
で
あ

る
。
地
元
町
会
有
志
の
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
に
よ
る
児
童
の
見
守
り
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
市
の
考
え
は
。

　
　

県
道
72
号
線
の
歩
道
整
備
に
つ
い

て
は
、
県
が
久
那
公
民
館
前
か
ら
秩
父

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
入
口
の
信
号
ま
で
の

区
間
、
順
次
実
施
し
て
い
る
。
現
在
は
、

未
整
備
区
間
の
折
区
付
近
か
ら
用
地
交

渉
を
進
め
て
い
る
。
久
那
公
民
館
か
ら

平
仁
田
公
会
堂
付
近
の
未
整
備
区
間
の

具
体
的
な
計
画
は
未
策
定
。
県
で
大
型

車
の
通
行
を
抑
制
す
る
看
板
を
設
置
し

て
い
る
が
、
朝
晩
の
交
通
量
が
多
く
、

車
両
が
児
童
の
す
ぐ
脇
を
通
過
し
、
危

険
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し

て
も
県
へ
事
業
の
推
進
を
お
願
い
し
な

が
ら
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　

秩
父
祭
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

28
年
11
月
頃
の
ユ
ネ
ス
コ
政
府
間

委
員
会
審
議
後
登
録
の
予
定
。

　
　

登
録
後
の
祭
観
光
に
お
け
る
、
対

策
は
考
え
て
い
る
か
（
ト
イ
レ
、
観
覧

場
所
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）。

　
　

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
外
国
人
観
光

客
の
増
加
も
踏
ま
え
洋
式
化
を
検
討
す

る
。
一
部
水
洗
化
で
き
て
い
る
ト
イ
レ

を
増
設
で
き
る
か
検
討
し
、
芝
桜
の
丘

を
参
考
に
ト
イ
レ
の
環
境
整
備
に
努
め

る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
ユ

ネ
ス
コ
登
録
の
表
記
に
加
え
、
笠
鉾
・

屋
台
が
間
近
で
見
ら
れ
る
場
所
と
時
間
、

花
火
が
観
覧
し
や
す
い
ス
ポ
ッ
ト
等
の

紹
介
を
盛
り
込
む
。

降雪時さらに狭くなる通学路

昨年度、移住希望者説明会のパンフレット

◎
観
光
有
料
ト
イ
レ
の
導
入
検
討

◎
市
立
病
院
中
長
期
計
画
の
実
現
度

◎
市
道
影
森
１
４
０
号
線

問
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策
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問
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地
方
創
生
を
推
し
進
め
る
手
段
と
し

て
、
行
政
の
横
の
連
携
が
極
め
て
重
要

と
な
る
。
俗
に
い
う
縦
割
り
行
政
を
打

破
す
る
方
策
を
各
政
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

林
業
振
興
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
と
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
と
の

協
定
の
現
状
は
。

　
　

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
森
林
整
備
・

活
用
に
関
す
る
行
動
指
針
等
に
お
い
て
、

秩
父
広
域
に
お
け
る
林
業
振
興
を
更
に

推
し
進
め
る
。
も
の
つ
く
り
大
学
と
の

協
定
に
お
け
る
秩
父
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
今
後
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

　
　

秩
父
を
訪
れ
た
方
々
が
「
秩
父
を

愛
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
を
持
つ
こ
と
が
非

常
に
重
要
と
な
る
。
観
光
と
直
接
の
関

係
が
な
い
各
種
事
務
事
業
に
お
い
て
、

「
お
も
て
な
し
」
の
強
化
策
は
。

　
　

観
光
・
お
も
て
な
し
の
観
点
で
、

各
事
務
事
業
が
秩
父
の
良
好
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
て
る
よ
う
な
施
策
を
各
部
局
に

お
い
て
、
誠
意
対
応
し
て
い
く
。

　
　

地
方
創
生
は
、
総
合
的
な
行
政
力

に
も
大
い
に
左
右
さ
れ
る
。
行
政
職
員

人
材
育
成
の
観
点
で
市
の
取
組
み
は
。

　
　

秩
父
市
が
今
後
も
持
続
的
に
発
展

す
る
た
め
、
職
員
の
意
識
改
革
は
重
要

で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
新
庁
舎
建

設
に
伴
う
機
構
改
革
も
視
野
に
入
れ
、

人
材
育
成
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

生
活
相
談
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
市

民
情
報
を
元
に
、
市
民
の
生
活
再
建
を

基
軸
と
し
た
債
務
整
理
は
可
能
な
の
か
。

　
　

個
人
情
報
保
護
法
と
の
関
係
も
視

野
に
入
れ
、
誠
意
対
応
し
て
い
く
。

【秩父の観光資源】
秩父ミューズパークから望む 秩父の雲海

　
　

病
中
病
後
児
保
育
へ
の
対
応
は
。

　
　

市
と
し
て
も
重
要
な
子
育
て
支
援

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
当
面
計

画
上
の
施
設
確
保
は
見
込
め
な
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
と
も
実
施
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　

保
育
施
設
の
充
実
に
つ
い
て
は
。

　
　
「
秩
父
市
立
保
育
所
再
編
計
画
」

に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
審
議
会
に
、
吉

田
保
育
所
と
吉
田
幼
稚
園
の
認
定
子
ど

も
園
化
を
提
案
し
、
協
議
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
今
後
保
護
者
と
吉
田
地
域

の
意
見
を
聴
き
、検
討
を
進
め
て
い
く
。

原
谷
保
育
所
は
、
28
年
度
末
閉
所
の
予

定
で
、
保
護
者
や
地
元
町
会
へ
の
説
明

も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
受
け
皿
と
な

る
、仮
称
「
わ
ど
う
の
森
保
育
園
」
は
、

28
年
度
当
初
よ
り
、
０
歳
、
１
歳
児
ク

ラ
ス
を
含
め
定
員
60
名
で
運
営
開
始
予

定
で
あ
る
。

　
　

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の

環
境
の
整
備
、
高
齢
者
を
狙
う
振
り
込

め
詐
欺
等
へ
の
市
の
対
策
は
。

　
　

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
、
弱
者

を
犯
罪
か
ら
守
る
に
は
、
地
域
住
民
の

見
守
り
体
制
の
整
備
が
重
要
と
考
え
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
域
安
全
点
検
等

実
施
し
て
い
る
。
詐
欺
対
策
は
、
警
察

や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
撲

滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
防
犯
情
報
に
つ
い
て
は
、
熊

谷
市
で
の
連
続
殺
人
事
件
を
踏
ま
え
、

警
察
と
の
連
携
を
密
に
す
る
と
と
も

に
、
市
と
し
て
も
、
警
察
か
ら
の
情
報

は
も
と
よ
り
、
独
自
の
判
断
に
よ
り
、

積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

◎
町
会
の
役
割

◎
敬
老
会
ア
ン
ケ
ー
ト

◎
秩
父
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

◎
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

平成29年３月閉所となる原谷保育所

地
方
創
生
に
向
け

　
　
　

縦
割
り
行
政
を
問
う

答 問問答

清
流
ク
ラ
ブ
政
策
提
言
よ
り

答 問答 問答 問

● 

観
光
振
興
・
お
も
て
な
し
の

強
化

問答

清
流
ク
ラ
ブ　

清
流
ク
ラ
ブ　

黒黒く
ろ
さ
わ

く
ろ
さ
わ澤澤　　

秀秀ひ
で
ゆ
き

ひ
で
ゆ
き之之

清
流
ク
ラ
ブ　

清
流
ク
ラ
ブ　

髙髙た
か
の

た
か
の野野　

　
　
　

宏宏
ひ
ろ
し

ひ
ろ
し

●
子
育
て
政
策

●
防
犯
・
防
災
政
策

●
地
方
創
生
に
向
け
た
林
業
振
興

● 

行
政
職
員
の
人
材
育
成
に
よ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

●
生
活
再
建
型
滞
納
整
理

問答


